
1 

 
令和７年２月定例教育委員会　議事録

 
日　　時 令和７年２月１９日（水）　午前９時００分　～　１０時１２分まで

 
開催場所 文化センター　２階　研修室

 

出 席 者

（教育委員） 

教　育　長　山口　和良　　　　教育長職務代理者　小出　朗 

委　　　員　萩原　奈津季　　　委　　　　　　員　石田　利久 

委　　　員　八髙　泉 

（事務局） 

事務局長　　　米沢　弘幸　　　　　教育総務室長　　永井　美和子 

学校教育室長　篠原　克実　　　　  生涯学習室長　　廣橋　美和 

教育総務室　　岸　美和子（書記）

 
傍 聴 人 　無し

 

議　題

議案第２号　令和７年第１回定例町議会提出予定議案（予算）の作成に対する意見

について 

議案第３号　令和６年度末県費負担教職員（管理職）人事の内申について 

報告第１号　令和６年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報

告書（素案）について

  

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

【１．開会】 

これより令和７年２月定例教育委員会を開会する。 

　○１月定例会の議事録について 

　　→　異議なく、原案のとおり承認 

 

【２．議事録署名委員指名】 

萩原委員と石田委員を指名。 

 

【３．教育長報告】 

　１　吉岡町バレーボールスポーツ少年団創団 50周年記念祝賀会に参加して 

　　　　1974 年 5 月 1 日に女子選手のみで設立、1999 年から男子団員も加入し、2024

年に創団 50 年を迎えた。男子チームは R6年に全国大会ベスト８、その後の関

東大会で Aブロック優勝という成績を残した。 

　　　　50 年間子供たちの組織的な活動が継続されていることの偉大さ、団の運営や

子供たちの指導に当たっている関係の皆様の熱意と献身的な努力に頭の下がる

思いで参加させていただいた。 

今、中学校の休日部活動の段階的地域移行の中で、中心的な受け皿となって
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

いるのは、町のスポーツ少年団である。この大きな課題を解決するために、昭

和期から長く存続してきた組織を生かせているこの吉岡町の町民の力を感じる

こともできた祝賀会であった。 

 

　Ⅱ　経過報告 

　　　　各種会議等に参加。 

　　　　1/24　県議会が吉岡中学校視察（HiBALI プランや部活動地域移行を紹介） 

　　　　2/ 3　駒寄小授業参観（文科省 Studx チーム職員による指導） 

2/12　県市町村教育長協議会（オンライン）で、吉岡町の部活動地域移行の

事例発表を行う 

 

Ⅳ　今後の予定（主なもの） 

　　　　3/ 3　令和７年第１回定例町議会（～21 まで） 

3/13　中学校卒業式 

3/19　給食センター基本計画策定検討委員会 

3/24　小学校卒業式 

 

（質疑なし） 

 

ここで議事に入る前に、議事の公開の是非について諮る。 

教育長提出議案のうち、議案第２号については、今後行われる町議会提出予定の

議案にかかわることであり、現時点では意思決定過程にあると認められ、また、議

案第３号については、今後の学校人事に関わることであることから議事を非公開と

することが適当であると思われる。議案第２号及び第３号について、議事を非公開

とすることについて 

 

　　　→　異議なし 

 

議案第２号及び第３号については、議事を非公開とし、日程第６事務局報告の後

に行う。 

 

【４．議事】 

〇報告第１号　令和６年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報

告書（素案）について 

〈議題大要〉 

　　・令和６年度の教育委員会の事務について点検し、学識経験者（評価委員）の意

見を付けて報告を行うもので、実施方針は４月定例会にて決定した。 

　　・令和６年度教育行政方針により７４事業について、実施状況と各担当の評価を
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小出職務代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

小出職務代理 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

萩原委員 

 

記載したもの。これに評価委員に助言指導をいただき、次回の３月定例会にて

完成版を提出し、公表に至る。 

 

〈質疑〉 

　　以前にも話したが、例えば「学校教育の充実」という領域に「確かな学力の定着

を図る学校教育の推進」という施策があり、その目的を達成するするため ICT の活

用であるとか、英語教育の推進等がある。英語教育の推進を達成する手段として、

ALT 等の配置について書かれてあり、評価はこの配置について、個票に事細かに書

いてある。 

目的と手段の関係でいうと、手段に対しての評価は非常にしっかりできているが、

その手段を使って何を達成するという上位目的への評価がよくわからないのが例年

の印象である。 

これは行政方針のところでしっかり KPI を設定するところから始まらないとその

評価に繋がらないと思う。すぐに単年度等でうまく回ることではないと思うが、二、

三年かけて行政方針の組み立てやそれに伴った評価のブラッシュアップをやってい

ただけると、いわゆるその教育効果に対するエビデンスがしっかりとれるのではな

いかという感想を持った。 

評価そのものに異議はない。今後のブラッシュアップについて、こういう視点も

入れたらどうかという提案である。 

 

　　小出職務代理から、以前からそういった目標値があった方が良いとの話がある

が、行政のやることなので、全部が全部その目標値を設定するのは難しいと考えて

いる。ただ、目標値が設定できるものについては、次年度以降の評価点検や計画に

入れていこうと考えている。 

 

　　「自ら主体的に行動できる」みたいなことがあるが、それが達成できたかできな

いかというのは、かなり主観的な評価になってしまうので、例えば先生や子供たち

にアンケートを取るようなことで、指標化するっていう方法もあるとは思う。 

事務局長が言ったように、できるだけ数値化すると、結果が見えやすいのではな

いかというふうに思った。 

 

　　教育行政として予算を確保し人を配置するだけでなく、授業の充実・子供の力を

つけるところまでを考えながらやっていく必要があるかと思う。 

それをどういうふうに数値化設定するかは、また学校とも相談しながらやってい

きたい。 

 

　　1 件だけ「Ｃ：見直し」評価となっていた「家庭教育学習機会の提供」について

お聞きしたい。 
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生涯学習室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小出職務代理 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

　　他部署（保健センター）でほぼ同じような事業をやっていたので、内容等を精査

し来年度は見直した講座を提供したいということで、「見直し」の評価となった。 

 

【５．協議】 

○卒業式の告辞  

  → 意見・質疑なし、原案を承認。 

 

【６．事務局報告】 

（１）学校給食センター整備事業の進捗状況について 

〈大要〉 

　1/28　 第２回検討委員会：基本方針及び基本条件について協議した。 

　　・提供食数 2,500 食の１献立、学校給食衛生管理基準を踏まえた衛生管理。 

　　・電気、蒸気、ガスの熱源併用方式を採用。 

　　・アレルギー室を整備し、対応品目を限定した除去食対応から実施、100 食程度

の提供で計画。 

　　・炊飯は、外部委託方式を採用。 

　　・食器に麺類用の丼ぶりを新たに加える。食缶は丸型から角型に変更するため、

明小にて試験使用中。箸/スプーン/フォークについては、従来どおり町が購入

し、児童生徒に給与したものを各自持参。 

　　・食育に関し、新センター内に研修室及び見学通路を整備。また見学通路等から

見えない部分については、モニター映像を活用する。 

　　・付随機能として、事務室がまかなえる程度の太陽光発電と、災害時に事務機能

を稼働できる容量の自家発電整備を導入。防災倉庫を設置し、非常時用のアル

ファ化米等を備蓄する。 

　　 

　2/25　第４回検討部会で上記委員会でまとまった基本計画を報告し、これに基づい

たモデルプラン、配置図、概算費用について協議予定。 

　3/19or27　 第３回検討委員会を開催予定。 

　　 

〈質疑〉 

再生可能エネルギー/太陽光に関し、規模が小さいように感じた。補助金の対象と

なるような規模にはできないのか。 

そもそも行政に補助金があるのか分からないが、民間であるとグリッド等いろい

ろな補助金制度があるので、かなりの投資に対し補助金を頂けるようなことがある

ので、こちらの施設に対してはどうなのか。 

 

それに関し、ある程度建物の規模等が決まったところで、入っているコンサルの
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小出職務代理 

 

 

 

学校教育室長 

 

 

 

教育長 

 

 

学校教育室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長

方で補助についても調べている。現時点ではどれだけというのはまだ分からない。 

 

　　承知した。 

 

（２）令和６年度要保護・準要保護児童生徒の追加認定件数について 

〈大要〉 

　・１月の追加認定・・・０世帯 1名（申請も同じ）→　総認定数 146 名　 

・家計急変の申請は、現時点で無し。 

 

〈質疑〉 

　　ゼロ世帯というのは、既に認定されている世帯で、1人追加となったということ

であるが、どのような状況であるのか。 

 

　　同居していなかった子を引き取ったとのことである。 

 

 

【非公開】 

〇議案第２号　令和７年第１回定例町議会提出予定議案（予算）の作成に対する意見

について 

〇議案第３号　令和６年度末県費負担教職員（管理職）人事の内申について 

 

【６．閉会】 

　以上もって、令和７年２月定例教育委員会を閉会する。　 

 

（閉　会　午前１０時１２分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


